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茨
木
の
り
子

戦
争
責
任
を
問
わ
れ
て

そ
の
人
は
言
っ
た

　

そ
う
い
う
言
葉
の
ア
ヤ
に
つ
い
て

　

文
学
方
面
は
あ
ま
り
研
究
し
て
い
な
い
の
で

　

お
答
え
で
き
か
ね
ま
す

思
わ
ず
笑
い
が
込
み
あ
げ
て

ど
す
黒
い
笑
い
吐
血
の
よ
う
に

噴
き
あ
げ
て
は　

止
り　

ま
た
噴
き
あ
げ
る

三
歳
の
童
子
だ
っ
て
笑
い
出
す
だ
ろ
う

文
学
研
究
果
さ
ね
ば　

あ
ば
ば
ば
ば
と
も
言
え
な
い
と
し
た
ら

四
つ
の
島

笑え
ら

ぎ
に
笑え

ら

ぎ
て　

ど
よ
も
す
か

三
十
年
に
一
つ
の
と
て
つ
も
な
い
ブ
ラ
ッ
ク
・
ユ
ー
モ
ア

野
ざ
ら
し
の
ど
く
ろ
さ
え

カ
タ
カ
タ
カ
タ
と
笑
っ
た
の
に

笑
殺
ど
こ
ろ
か

頼
朝
級
の
野
次
ひ
と
つ
飛
ば
ず

ど
こ
へ
行
っ
た
か
散
じ
た
か
落
首
狂
歌
の
ス
ピ
リ
ッ
ト

四
海
波
静
か
に
て

黙
々
の
薄
気
味
わ
る
い
群
衆
と

後
白
河
以
来
の
帝
王
学

無
音
の
ま
ま
に
貼
り
つ
い
て

こ
と
し
も
耳
す
ま
す
除
夜
の
鐘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
９
７
５
『
ユ
リ
イ
カ
』
11
月
号

▶︎この詩と作者について◀︎

茨木のり子（いばらき・のりこ）
　1926 〜 2006、詩集『自分の感受性くらい』、『倚りかからず』、訳書『韓国現代詩選』、一般書『ハングルへの旅』、
その他著書多数。

　1975 年 10 月、昭和天皇の初めての公式記者会見が行なわれた。ザ・タイムズの中村浩二記者が「戦争責
任についてどのようにお考えですか」と質問すると、天皇は「言葉のアヤ」と答えた。報道を見ていた茨木
のり子は「野暮は承知で『四海波静』（しかいなみしずか）という詩を書かずにはいられなかった」と記し
ている。（「いちど視たもの」／共著『女性と天皇制』、思想の科学、1979 年）
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小
柏
太
郎

　
（
お
が
し
わ
・
た
ろ
う
）

１
９
１
９
（
大
正
８
）
年
、
島
根
県
杵
築
に
、
二

男
二
女
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
る
。
教
職
に
あ
っ

た
父
の
転
勤
の
た
め
、
福
岡
市
、
群
馬
県
沼
田

市
、
岐
阜
市
を
経
て
、
東
京
府
立
第
九
中
学
校
卒

業
。
43
（
昭
和
18
）
年
９
月
、
東
京
美
術
学
校
鋳

金
科
を
繰
り
上
げ
卒
業
。
そ
の
後
、
志
願
兵
と
し

て
最
初
は
航
空
隊
を
希
望
す
る
が
、
試
験
の
結
果
、

海
軍
予
備
士
官
学
校
館
山
砲
術
学
校
に
入
隊
。
山

口
県
光
市
の
小
隊
に
配
属
と
な
り
、
45
（
昭
和
20
）

年
３
月
15
日
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
ク
ラ
ー
ク
地
区
に

お
い
て
戦
死
。
享
年
26
。

▼　
表
紙
絵
の
作
者　
▲
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